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【2019年4⽉8⽇〜2019年4⽉12⽇】

欧⽶国債利回りは上昇
 IMF（国際通貨基⾦）による世界経済⾒通
しの引き下げやECB（欧州中央銀⾏）総裁
によるユーロ圏経済の下振れリスクへの⾔
及などを背景に、週前半の先進国国債は買
いが進みました（利回りは低下）。

その後、⽶国経済指標の改善を受けて⽶国
株相場が上昇、⽶国債は売りが進んだこと
を受けて欧州債相場も連れ安となり、欧⽶
国債利回りは週間で上昇しました。
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【2019年4⽉8⽇〜2019年4⽉12⽇】

円安の地合い続く
⽶経済指標の改善や⽶⻑期⾦利の上昇、
⽶株⾼などを背景に⽶ドル⾼・円安の地
合いが続きました。中国の3⽉貿易統計で
輸出額が市場予想を上回ったことも投資
家のリスクセンチメントを⽀え、円安要
因となりました。

英国のEU離脱期限が10⽉末まで再延⻑さ
れたことを受けて「合意なき離脱」が当
⾯回避されるとの⾒⽅が広がり、円は対
ユーロで⼤きく売られました。

為替

ユーロ円
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豪ドル円
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